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■　会場全景 ■　まちあるきの様子

ほっかいどうけんちくしかい　せいねんいいんかい

北海道札幌市中央区大通西５丁目１１番地 ＵＲＬ http://h-ab.com/committee/seinen/

北海道建築士会 青年委員長　針ヶ谷拓己

今の旭川の良さを実際に”まちあるき”で散策して感じてもらい、都心の賑わいを取り戻すため
の建築士としての提案をすることができた。

Ｅ－ｍａｉｌ

道北ブロック統一事業で実施した”まちあるき”地域を散策するときにクイズを行い、地域の特
色を発見するよう企画した。特色を生かし地域の活性化になるよう提案できないかと今度も考え
ていきたい。

info@h-ab.com

まちあるき地域（旭町・銀座通り商店街・神楽岡・平和通り買物公園）

72名

合計

106名

北海道建築士会　青年委員会

“あさひかわ”は自然に恵まれた四季が明瞭なうつくしいまち。旭川では、まちの賑わいを取り
戻すために、様々な施策に取り組んでいるが、都心に賑わいをもたらす「人」が集まらずに何か
物足りない・・・と感じており、我々青年建築士に何かできることはないか。
　まちの散策を通して今の旭川の良さを感じとり、みらいの旭川のために、何をしなければなら
ないのか、何ができるのかを考え、話し合い、「都心 ルネッサンス」を描くために必要な何か
を見つける。

１．主旨説明
　　　今回のサミットの内容と主旨を説明
２．あさひかわの紹介
　　　現在の旭川市の状況を「旭川駅」や「北彩都」、も含めて紹介
３．まちあるき
　　　旭川市内４か所にて”まちあるき”を行い、地域の特色などをクイズを行いながら
　　　感じてもらう。各箇所10名程度で行う。
４．ワークショップ
　　　旭川駅周辺の現状をもとに、各地区の特色、良かったところ、悪かったところを書
　　　き出し”あさひかわ”に「何がほしいか」「なぜほしいか」を話し合い、発表する。

　①懇親会費（519,220円）②資材費（12,000円）③会場費（14,080円）④看板費（4,160円）
　⑤備品使用料（800円）⑥事前打合せ交通費（93,850）⑦お茶代（9,570円）⑧来賓経費（10,000円）
　⑨事務用品費（3,897円）⑩予備費（864円）　★合計　：　668,441円

本部青年委員及び事務
局　(ｽﾀｯﾌ)

青年建築士

 もの・まち・ くらし・その他 登録日 平成26年12月9日

平成26年　一般社団法人北海道建築士会　全道大会（旭川大会）青年サミット

平成26年9月26日(金)13:30～17:30 旭川市市民活動センター　CoCoDe

10名

各支部青年委員
(ｽﾀｯﾌ)

20名

来賓

4名
参加者


